
 

 
 

横浜市立横浜商業高等学校の生徒たちが 
ルワンダのムハンガ教員養成校とオンライン交流します 

裏面あり 

 

 

 

 

 

  

 
 

横浜市は、今年８月に開催される第９回アフリカ開発会議（TICAD9）に向け、アフリカとの交流を通

じた異文化理解、多様性の尊重といった学びにつなげることを目的に、次世代育成に取り組んでいま

す。 
このたび、JICA（独立行政法人国際協力機構）、NPO法人 Forum2050 と連携し、市内の高校生がアフ

リカの若者とつながり、共に未来を考える機会を創出するため、横浜市立横浜商業高等学校国際学科

の生徒がルワンダ共和国ムハンガ教員養成校（※高等学校相当）の生徒とオンライン交流を実施しま

す。 

 

【交流の概要】 

日  時：令和７年５月 13 日（火）15 時 30 分～ 17 時 30 分 

会  場：横浜市立横浜商業高等学校 

（所在地：横浜市南区南太田２－30－１ 電話：045-713-2323） 

当日の流れ：１ 校長等挨拶 

２ 参加生徒の自己紹介 

３ 参加生徒による意見交換・議論 

４ 写真撮影 

※使用言語は英語とします。（日本語による補足あり） 
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※１ 横浜市立横浜商業高等学校国際学科について 

国際社会に貢献できる自立した生徒を育成するために、国際社会の中で柔軟に対応し、他者と協働

しながら主体的に行動できる力や、グローカルな視点をもち、様々な社会課題に対する問題解決能力

等を育んでいる。海外研修旅行や学習型国際交流・国際学生会議など、実践的な学習機会が豊富。 

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/hs/y-shogyo/index.cfm/20,0,66,html 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ５ 月 １ 日 
国際局グローバルネットワーク推進課 
教 育 委 員 会 事 務 局 高 校 教 育 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

交流のねらい 
日本・ルワンダ双方の若者が、相手の国・人々に対する関心を高め、地球市民としてどのような未来

を創っていきたいか、そして、そのためにどのように行動していくかを考える機会とします。 
 

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/hs/y-shogyo/index.cfm/20,0,66,html


 

 
 

※２ ルワンダ共和国ムハンガ教員養成校について 

南部県ムハンガ郡に位置し、平成 22 年に小学校教員養成を目的

として設立された公立の３年制教員養成校(日本の高等学校レベル

に相当)。早期初等教育、言語教育、理数科教育、社会科教育の４

つのコースがある。全校生徒数は 751名（令和７年４月現在）。 

 

 

※３ NPO 法人 Forum2050 について 

世界中のこどもたちが未来の世界への想いをかたちにし、分かち合い、学び合うための「場」を提供

することによって、こどもたちが多様な世界とのつながりを感じ、そのつながりの中で幸せを感じら

れる世界を実現することを目指し活動する団体。こどもたちが未来と向き合い学び合う場として、世

界中のこどもたちが「未来への想い」を共有するプラットフォーム「IMAGINE2050」、世界とつながり平

和への想いを新たにするワークショップ「“Kizuki”Project」などに取り組んでいる。横浜市の事業で

は、国際平和講演会などにご協力をいただいている。 

 

参考 横浜市とアフリカとの交流について 

横浜市は、第４回アフリカ開発会議（TICAD Ⅳ）を契機にアフリカ各国と友好的

な交流を進めてきました。また、横浜の都市課題解決の経験や技術を各国と共有し、

アフリカにおける質の高い都市開発や成長に協力しています。 

今年８月の第９回アフリカ開発会議（TICAD9）に向けて、取組をさらに充実させ、

アフリカとの交流・協力を一層強化していくとともに、次世代育成、市内経済の活

性化、選ばれる国際都市・横浜のプレゼンスの向上にもつなげていきます。 

 

【昨年度（令和６年度）の次世代育成の取組について】 

市内小中学生・高校生を対象としたアフリカとの交流プログラムでは、アフリカ各国大使館や

JICA 横浜による講話、アフリカの現地生徒とのオンライン交流などを行いました。 

   また、横浜市内の高校生とアフリカの高校生が相互訪問し、対面での交流も実施しました。 

   さらに、「横浜からアフリカにつながる学生プロジェクト」では、有志の大学生等約 100人が 

  アフリカについて各自テーマを決めてグループワークに取り組んでおり、今月５月 31日に最終      

  成果発表を予定しています。（別途記者発表予定） 

 

※当日取材を希望される場合は、５月 12 日(月) 15 時までに下記お問合せ先の国際局グローバ
ルネットワーク推進課までお問い合わせください。 

 

お問合せ先 

（当日の取材対応及び横浜市とアフリカとの交流について） 

国際局グローバルネットワーク推進課アフリカ開発会議担当課長 川口 ルリ子 Tel 045-671-4709 

（交流内容について） 

教育委員会事務局横浜商業高等学校校長 大山 仁彦 Tel 045-713-2323 

（高校教育について） 

教育委員会事務局学校教育部高校教育課長 宮村 浩文 Tel 045-671-3289 

モバイルツールを活用した学習の様子 


